















































　The aim to this study is clear to safety education in childcare contents"Environment"in early childhood 
education and care in Japan. Nusury school students were in understanding the concept of the environment in a 
class on child care in the context of the "environment "in training school.
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ア.保育中の事故防止のために、子どもの心
身の状況等を踏まえつつ、保育所内外の
安全点検に努め、安全対策のために全職
員の共通理解や体制づくりを図るととも
に、家庭や地域の関係機関の協力の下に
安全指導を行うこと
イ.事故防止の取組を行う際には、特に、睡
眠中、プール活動・水遊び中、食事中等
の場面では重大事故が発生しやすいこと
を踏まえ、子どもの主体的な活動を大切
にしつつ、施設内外の環境の配慮や指導
の工夫を行うなど、必要な対策を講じる
こと
ウ.保育中の事故の発生に備え、施設内外の
危険個所の点検や訓練を実施するととも
に、外部からの不審者等の侵入防止のた
めの措置や訓練など不測の事態に備えて
必要な対策を講じること
４．災害への備え
（１）施設・設備等の安全確保
ア　防火設備、避難設備の安全性が確保さ
れるよう、定期的にこれらの安全点検を
行うこと
イ　備品、遊具等の配置、保管を適切に行い、
日ごろから、安全環境の整備に努めるこ
と
　上記の「保育所保育指針」の記述では、「３.　
環境及び衛生管理並びに完全管理」が職務で
あるとされており、とくに「（２）事故防止
及び安全対策」についても重要視されている。
様々な職務が求められる中で、「子どもの主体
的活動」についても念頭に置かれている。そ
れは「子どもの主体的な活動を大切にしつつ、
施設内外の環境の配慮や指導の工夫を行うな
ど、必要な対策を講じること」とあるように、
保育者には子どもの活動を予測しながら、「施
設内外の環境の配慮や指導の工夫を行う」こ
とを通じて、「必要な対策を講じること」が求
められている。とくに若年保育者らはこれま
での経験が少ないこともあるため、園に勤務
する前から不測の事態に備えて、様々な経験
が不可欠になることがうかがえる。
（２）「幼稚園教育要領」にみる「安全教育」
に関する記述
　では、「幼稚園教育要領」（2017年改訂）の記
述を見てみたい。同要領では、「第3章　指導
計画及び教育課程に係る教育時間の終了後に
行う教育活動などの留意事項」の「２　特に
留意する事項」に挙げられている。
（１）安全に関する指導に当たっては、　情緒
の安定を図り、遊びを通して状況に応じて
機敏に自分の体を動かすことができるよう
にするとともに、危険な場所や事物などが
わかり、安全についての理解を深めるよう
にすること。また、交通安全の習慣を身に
付けるようにするとともに、災害などの緊
急時に適切な行動がとれるようにするため
の訓練なども行うようにすること
　上記の記述より、「保育所保育指針」よりも
記載が少ないものの、「（１）安全に関する指
導に当たっては、情緒の安定を図り、遊びを
通して状況に応じて機敏に自分の体を動かす
ことができるようにするとともに、危険な場
所や事物などがわかり、安全についての理解
を深めるようにすること」、また「災害など
の緊急時に適切な行動がとれるようにするた
めの訓練なども行うようにする」との記述が
みられる。
　同要領では、さらに「危険察知・回避能力」
に関する記述が明確にみられ、「危険な場所や
事物などがわかり、安全についての理解を深
めるようにすること」とあり、幼児らに危険
な遊び方や災害時などの行動の仕方を理解し
たうえで、安全に気を付けて行動することが
求められていることがわかる。
　すなわち安全教育については、「保育所保育
指針」や「幼稚園教育要領」ともに、保育者
幼児の双方に重要であることはうかがえる
が、いずれも保育者対象に書かれていること
がうかがえる。
３．幼児の遊び体験と危険察知および回避能
力との関連
「保育内容（環境）」における安全教育のあり方
─ 165 ─
（１）遊びの危険性と事故
　幼児にとっての本来の楽しい遊びとは、ス
リル感がありチャレンジ性に富むものであ
る。しかしひとつ間違えば事故につながる危
険と隣り合わせのものでもある。また、かつ
ての非常勤講師の勤務先のG県にあるT大学
の幼稚園教育実習生の実習記録を見てみる
と、園の教育方針の中心に「遊びながら学ぶ」
との記述がある。実際には、遊びを通して学
んでいく危険察知能力にはつながらないので
は、と記録されている。
（２）危険と安全の気付き
　幼児には一日の生活を通して、実際の場面
に即して危険に気付かせることが重要であ
る。視覚的な教材よりも、その時に実際に注
意を受けたり、気付かされたりすることの方が
かえって実感的に理解できる。安全に対する
認識は生活経験と深い関係がある。園内での
経験に加えて、家庭内でどのような経験をし
てきたのか、その時の保護者の対応によって
幼児の受け取りは異なる。少しでも危険と思
われることをする直前に禁止されてきたとす
れば、危険察知の認識は深まることはないで
あろう。すなわち幼児が豊富な経験を積むこ
とで安全性は備わっていく。しかしながら実
際の場面で安全と危険について気付かせるこ
とが大変重要となる。
　では、園内で保育者が危険と感じる場面の
例として、次のような場合が想定されるので
はなかろうか。たとえば、
●高い所から飛び降りる
●ブランコのそばを通り抜ける
●ハサミをぎこちなく使う・とがった物の先
を人に向ける
●高い所で人を押す　といったことである。
　また、最近では子どもの体験不足から、 危
険を感じず突入する子が増えているといわれ
ている。危ないからと全てを取り除くのでは
なく、幼児には、生活や遊びの中で体験学習
させることが大切となるであろう。
　かくして日常生活の体験を通じて、危険予
知や危険回避を学ぶ機会が減少してきてい
るため、子どもの運動遊びの代表である、「鬼
ごっこ」や「かくれんぼ」に注目し、実際の
不審者対策として十分機能する必要性を感じ
るのである。10年以上も前になるが、執筆者
は「保育者論」、「教師論」の講義を担当して
いたが、そのなかで地元のO県にあるT幼稚
園の先生方および園児に協力してもらい、「防
犯対策」を実際に行ったことがある。このよ
うな経験を通じて、子どもの遊びは、防犯対
策にも一躍買うことを実感した。
４．安全教育のシラバス上での取り扱いと実
際
　安全教育は、「保育内容（環境）」の講義内
で、どれだけの保育者養成校で取り組まれて
いるのだろうか。執筆者は、東海地方のおよ
そ250ある養成校のうち、四年制大学、短期
大学の公開可能な130のシラバス（2017年度）
について調べてみた。ここでいう東海地方と
は、愛知県、岐阜県、三重県、静岡県の4県
のことであり、そのうち75の大学、短期大学
のシラバスには、「安全教育」の文言がみられ、
教えなければならないものとなっていること
が確認できる。
　しかしながらすべての「保育内容（環境）」
の担当者ではなく、昨年9月に開催された保
育の研究会に参加していた一部の担当者（15
名）に実際に、簡単なインタビューを実施し
たところ、「安全教育までやりたかったが、し
なければならない内容が多く、できなかった」
という回答や、「深い内容にはならなかった
が、基礎的なことで終わってしまった」とい
う回答もみられた。
　保育内容（環境）の講義内容が、多岐にわ
たっていること、15回の講義内で教えなけれ
ばならないという制約があるため、しっかり
教えることができない一つの理由であると考
えられよう。
５．おわりに―安全教育への取り組みと今後
の課題―
　本研究では、領域「環境」における安全教
育のあり方について論じてきた。以下に本論
より明らかになったことを取り上げることに
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したい。
①領域「環境」の講義では、保育者養成校
の大学や短期大学をあわせ、75のシラバ
スには事前に掲載されていることが多い
が、実際は取り上げられているだけのみ
にすぎず、実際に行われていることが疑
わしい。
②安全教育を十分に行えるだけの大学、短
期大学での時間をとることが難しいとい
う事実である。大学や短期大学での講義
では、彼らが保育実習や幼稚園教育実習
に出る前に教えないといけないことが多
く、十分な時間が持てない。そのため学
生個々に学外でのボランティア活動など
を行うなかで、安全教育にふれる機会を
有することが大切となると考えられる。
③災害対策および防犯対策として大切にな
ることが多いということである。2011
（平成23）年3月に発生した東日本大震災
や、2014（平成26）年4月に発生の熊本
地震、2018（平成30）年7月の西日本豪
雨災害と日本において、甚大な災害があ
ちこちで頻発している。
　　かつて夏目漱石の弟子の一人に寺田寅
彦という人物がいた。寺田は、「天災は忘
れたころにやってくる」という言辞を残
したことで有名であり、だれもが既知で
ある。彼の残したこの言葉は、現在の日
本の状況においてもまさにぴったりした
ものではないだろうか。また、「備えあれ
ば憂いなし」という言葉があるように、
事前の対策をしっかり講じておく必要が
ある。また不審者の侵入などにおいて、
よく聞かれるものであり、不審者対策を
未然に防ぐ心掛けが重要になってくるこ
とを忘れてはならない。
④最後にさらなる安全教育の事例の考察が
必要となる。今回は、一般的な考察、検
討に止まっていることから、今後は、さ
まざまな安全教育の事例を取り上げなが
ら、実際の事情についても明らかにした
いと考えている。
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